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研究成果の概要（和文）：JAK2とTET2の変異が骨髄増殖性腫瘍（MPN）の発症と進展におよぼす影響を解析した。JAK2V
617Fを持つ細胞を移植されたマウスはMPNの表現型を示した。そこにTET2 欠損が加わると、表現型の増悪が認められた
。JAK2単独異常および2重異常マウスは共にMPNを発症し、2重異常マウスでは重症化した。競合・継代移植実験からは
、JAK2変異による造血幹細胞の自己複製能低下がTET2欠損共存により救済された。以上から、JAK2変異MPNにおけるTET
2欠損には、「JAK2変異造血幹細胞の機能を強化しMPN発症を支持する」と「MPNを重症化させる」の、2つの役割がある
ことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We examined the effects of JAK2 and TET2 mutations on myeloproliferative 
neoplasms (MPNs) development and disease progression. Recipients of JAK2V617F cells developed primary 
myelofibrosis-like features. The addition of TET2-loss worsened this phenotype. Double-mutant (JAK2V617F 
plus TET2-loss) myeloid cells were more likely to be in a proliferative state than JAK2V617F 
single-mutant cells. In a serial competitive transplantation assay, JAK2V617F cells resulted in decreased 
chimerism in the second recipients, which did not develop MPNs. In marked contrast, cooperation between 
JAK2V617F and TET2-loss developed and maintained MPNs in the second recipients. In-vitro sequential 
colony formation assays also supported the observation. We conclude that loss of TET2 has two different 
roles in MPNs: disease accelerator and disease initiator and sustainer in combination with JAK2V617F.

研究分野： 血液内科学
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１．研究開始当初の背景 
 
 遺伝子変異による JAK2 の恒常的活性化が
骨髄増殖性腫瘍(MPN)の発症に重要であるこ
とがあきらかとなっていたが、JAK2 阻害剤を
用いた臨床研究からは JAK2 阻害剤の投与に
より自覚症状、脾腫、白血球増多の改善は認
められるものの、腫瘍細胞の量を反映すると
考えられる JAK2のallele burdenの減少や、
骨髄の線維化、貧血の改善は認められなかっ
た。その原因の一つとして、JAK2 を介するシ
グナル伝達経路は正常造血にも必須であり、
JAK2阻害剤は野生型JAK2も変異型JAK2と同
等に阻害することから、その用量に限界があ
ることが考えられた。JAK2 阻害剤では得られ
ない腫瘍クローンの抑制や骨髄線維化の改
善のためには、幹細胞レベルでの腫瘍クロー
ンの維持と増幅、骨髄線維化などの分子機構
を解明し、JAK2 と共に新たな治療標的に加え
ることが必要である。研究開始当初には、MPN
について、JAK2V617F 以外の遺伝子変異に関
する報告が相次ぎ、TET2、DNMT3Aなどのエピ
ゲノム制御関連遺伝子の異常が報告された。 
 
２．研究の目的 
 
 我々は、代表的な driver mutation である
JAK2V617F変異とエピゲノム異常である TET2
欠損が骨髄増殖性腫瘍（MPN）の発症と進展、
重症化におよぼす影響を解析した。 
 
３．研究の方法 
 
 JAK2V617F TG マウスと TET2 欠損マウスの
交配により作成した4種類のマウス造血幹細
胞(hematopoietic stem cell: HSC)(野生型
/JAK2 変異/TET2 欠損/JAK2 変異かつ TET2 欠
損(2 重異常))を採取し、各々の非競合的移植
モデルを作成・解析した(非競合移植実験)。
次に、各 HSC と野生型 HSC の競合移植モデル
を作成し、さらに各レシピエントマウスの骨
髄を継代移植し、HSC にストレスをかけてそ
の動態を解析した(競合・継代移植実験)。 
 
４．研究成果 
 
 非競合移植実験において、JAK2単独異常お
よび 2重異常マウスは共に、白血球増多、貧
血、血小板増多、脾腫、肺・肝への細胞浸潤
などを呈し MPN を発症した。2 重異常マウス
では、JAK2単独異常マウスと比べて白血球数、
脾腫、細胞浸潤、生存率などが重症化、悪化
し た 。各々 の マウス の 個体あ た り の
HSC(lineage－Sca-1+c-Kit+ (LSK)分画)や前
駆細胞(lineage－c-Kit+ (LK)分画)の細胞数
を比較すると、JAK2単独異常マウスでは野生
型マウスと比し細胞数の経時的な減少を認
めたが、2 重異常マウスでは細胞数は維持さ
れており、脾臓では経時的な増加(髄外造血
の亢進)を認めた。これと一致して骨髄・脾

臓の Ki-67 免疫染色では、2 重異常マウスで
は JAK2 単独異常マウスと比較して Ki-67 陽
性率が高く、造血細胞の増殖亢進が裏付けら
れた。巨核球系において、JAK2単独異常マウ
スでは巨核球サイズの大型化、核過剰成熟
(DNA 量増加)、核過分葉が認められたが、2
重異常マウスでは JAK2 単独異常マウスと比
較して巨核球サイズの抑制、核過剰成熟抑制、
核過分葉抑制が認められ、ヒト PMF でみられ
る“cloud-like morphology”に類似したよ
り異常な形態所見が認められた。競合・継代
移植実験の 1次移植マウスにおいては、JAK2
単独異常マウス、2 重異常マウスともに異常
クローンの拡大を認め、非競合移植実験と同
様に MPN 発症を認めた。一方 2次移植マウス
においては、JAK2単独異常マウスでは異常細
胞のキメリズムは低下し MPN 発症は認めず、
2重異常マウスのみでMPN発症を認めた。各々
の異常 HSC の機能を解析するため、非競合移
植レシピエントの骨髄細胞を用いてコロニ
ーリプレーティングアッセイを実施し、各々
の自己複製能を検討した。リプレーティング
可能回数は、TET2 欠損細胞では増加、JAK2
変異細胞では減少を認めたが、2 重異常細胞
では TET2 欠損共存によるリプレーティング
回数の回復を認めた。このことから、JAK2変
異による HSC の自己複製能低下が TET2 欠損
共存により救済された可能性が示唆された。
また、骨髄 HSC の遺伝子発現 microarray で
は、JAK2 変異 HSC で認められた HSC 関連遺
伝子群の発現低下が、TET2欠損共存により部
分的に回復しており、発現が回復した遺伝子
群の中には自己複製関連遺伝子が多数含ま
れていた。競合・継代移植実験は野生型造血
が大部分を占めるMPNの疾患初期を模倣して
おり、コロニーリプレーティングアッセイと
遺伝子発現microarrayの結果と併わせると、
『TET2 欠損は JAK2 変異 HSC の機能を強化し
MPN 発症を支持する因子である』、『TET2欠損
は MPN を重症化させる因子である』と結論づ
けられた。 
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